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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月28日(2017.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技に関する情報を表示する画像表示器と、
　前記画像表示器の画面の前側に配設された演出装置と、
　前記画像表示器及び前記演出装置を制御する制御装置とを備え、
　前記演出装置は、
　所定の模様部が夫々形成された複数の導光板と、
　前記複数の導光板の模様部を夫々発光させる複数の光源とを有し、
　前記複数の導光板は、前後に積層状に配設される２つの導光板を含み、
　前記制御装置は、
　前記複数の導光板の模様部の発光と消灯とを制御して、前記複数の導光板の模様部のう
ち発光させる模様部の発光態様が相互に異なる複数の電飾演出を実現可能に構成したこと
を特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　遊技演出用の導光板を有する演出役物装置において、如何に複数の導光板の斬新な発光
表示（電飾）を実現して、演出効果を高め得る遊技演出を行うことができるかが課題であ
る。
　本発明は、この課題を改善できる遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　第１の発明（遊技機(1) ）は、遊技に関する情報を表示する画像表示器(7) と、前記画



(2) JP 2016-190151 A5 2017.8.10

像表示器(7) の画面(7a)の前側に配設された演出装置(8) と、前記画像表示器(7) 及び前
記演出装置(8) を制御する制御装置(600) とを備え、前記演出装置(8) は、所定の模様部
が夫々形成された複数の導光板(205,206,207,208,209) と、前記複数の導光板(205,206,2
07,208,209) の模様部を夫々発光させる複数の光源(216a,216b,217a,214a,214b,215a,215
b)とを有し、前記複数の導光板(205,206,207,208,209) は、前後に積層状に配設される２
つの導光板(205,206) を含み、前記制御装置(600) は、前記複数の導光板(205,206,207,2
08,209) の模様部の発光と消灯とを制御して、前記複数の導光板(205,206,207,208,209) 
の模様部のうち発光させる模様部の発光態様が相互に異なる複数の電飾演出を実現可能に
構成したことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明によれば、複数の導光板の斬新な発光表示（電飾）を可能にして、演出効果が高
い遊技演出を行うことが可能になる。
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